
人 口 と世 帯 数

(12月 末日現在)

世 帯 数    l102
総 人 口     4894
男       2432
女       2.462

新
議
員
貯
人
が
き
ま
り
ま
し
た

村
議
会
議
員
選
挙
は

一
月
十
二
日
、
従
来

の
旧
村
単
位
に

ょ
る
三
選
挙
区

か
ら
初
め

て
の
全
村

一
区
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
十
六
人

の
新
し
い
議
員
が
次

の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。
投
票
率

は
前
回
の
九
三

・
九
九
％
を
上
回
わ
る
九
六

・
一
九
％
の
好
成
績

で
し

た
。
な
お
、
議
員
の
定
数

は
人

口
の
減
少
で
こ
れ
ま
で
の
二
十
二
人
か
ら
十
六
人

に
削
減

さ
れ
ま
し
た
。
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仁
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０
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０
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昭
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②
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０
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①

月 古
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②
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①
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①
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②
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０
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昭
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四
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十
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二
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②
四
十
二
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■
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経
課
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脇
元

藤
田
弥
男
造

⑪
明
治
四
十
年
三
月
三

十
日

②
六
十
四
才

③
四
回

①
総
務
副
委
員
長

Э
磯
松

中
井

　

忠

一

り
明
治
四
十
四
年
五
月
　
一

十

一
日
　
　
　
　
　
　
一

②
六
十
才
　
　
　
　
　
　
一

へυ
二
回

①
助
役
三
期

、⊃
十

三
村

元

　

富

弥

「
大
正
三
年
三
月
十
日

②
五
十
七
才

（Ｊ
四
回

０
一副
議
長

，
磯
松

成

田

豊

太

郎

ｌ
明
治

三
十
七
年
十
月

二
十

一
日

・０
六
十
七
才

（Ｊ

一
口

■
・農
業
委
餞

工

藤

　

武

義

１
大
正
八
明
三
月
五
日

（０
五
十
二
才

Ｄ
四
団

Ｄ
ｔ
木
委
員
長

砂
十
三成

田
　
哲
郎

ｌ‐
大
正
十
五
年
十

一
月

四
日

Ｄ
四
十
五
才

・り
二
同

０
総
務
委
崚

，
脇

厄

多
く

の
青
少
年

が
高
魔

の
教
育

を
受
け
る
機
会

に
恵
ま
れ
る
よ

好
ま
し
い
二
と
で
す
が

う
ち
学
生
、
生
徒
の
占
め
る

割
合
は
、
昭
和
四
十
五
年
子
・

約
六
万
八
千
ノ、
、
全
体

の
三

三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
非
行
の
内
容
を

み
ま
す
と
、
中
学
生

で
は
、

窃
盗
が
圧
倒
的

に
多
く
約
七

〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
以

下
、
ぐ
犯
、
暴
力
行
為
、
傷

害
と
い
っ
た
非
行
が
入
ら
れ

ま
す
。
高
校
生

１■
な
り
ま
す

と
窃
盗
は
二
三
パ
ー
セ
ン
ト

ー■
減
少
し
、
か
わ

っ
て
業
務

上
過
失
致
死
傷
が
三
四
パ
ー

セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
以
下

傷
害
、
恐
か
つ
、
暴
力
行
為

犯
が
続
き
ま
十
。
ま
た
、
最

近
で
は
、
自
動
車
を
非
行

の

ダ
鉤
ま
た
よ
手
段
ル
・す
る
Ｉ

件
な

ら
え
て
お
り
、
そ
，■

ｏ

年
令
が
高
く
な
る
ほ
ど
多
く

な

っ
て
い
ま
十
っ

⑨

劣
等
感
や
自
己
過
信
の
傾
向

が
強
く
な
る
な
メ
ヽ

未
成
熱

で
情
緒
面
も
著

し
く
不
安
定

な
な

二
と
が
特
徴
一
す̈
。
少

年
非
行

の
特
質

の

一
つ
と
し

て
、
環
境

の
影
響

』́
よ

っ
て

行
な
わ
れ
る
も
の
か
り

い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
そ
れ

■
、

二
の
よ
う
な
伎
ら
の
精

神
面
、
情
締
面
の
状
態
と
関

係
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら

少
年
事
件
の
場
合
が
少
な
く

ち
り
ま
せ
ん
。
非
行
を
し
た

中
学
生

の
約
四
七
バ
ー
セ
ン

ト
、
一尚
校
生

の
約
二
四
パ
ー

´́
ン
ト

，■不
良
交
友
関
係
が

ち
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

三
十
。
ま
た
、
中
学
生
、
高

性
生

の
九
割
近
く
が
初
把
者

で
す
。
非
行
が
行
わ
れ
た
時

間
帯
を
ム
ま
す
と
、
中
学
生

の
過
半
数

は
、
正
午
か
ら
午

後
六
時

こ
ろ
ま
で
の
間
に
、

高
性
生

の
場
合
は
午
後
三
時

か
ら
同
九
時
ま
で
の
間
に
行

わ
ｌｔ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
生
、
高
校

生

の
場
合
は
、
教
育
し
た
‐・、

子
・り

っ
だ

に
立
ち
直
る
可
能

性
が
強

い
の
子
、

非
行

の
き

ざ
し
を
で
き
る
だ
け
早
い
う

ち

，■
発
見
し
て
適
切
な
手
を

う
つ
二
と
が
も

っ
と
も
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
間

脚
一が
大
き
く
な
ら
な

い
う
ち

に
ぽ
係
機
関

‐二
相
談
さ
れ
る

ニ
ヒ
を
お
勤
め
し
ま
す
。

（
青
森
家
庄
．裁
判
所
提
供
）

裁判所のしごと

総議毛奪に分けて収集日に出しましよう

校生の
ついて
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1■ ら

―
親
し
み
や
す
い
市
浦
の
住
民
―

加基強
余
生
を
人
の
た
め
に
―

村
で
は
昨
年
か
ら
八
方
手
を

　

「
夏

の
市
浦
を
見
た
こ
と
Ｌ

つ
く
し
て
お
医
音
さ
ん
々
ミ
・が

な

い
が
、
な
に
か
ひ

っ
そ
り
し
，

し
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま

た
と

こ
ろ
で
す
。
ソ
ウ
ル
市
も

県
会
議
員

の

原
田

一
実

さ
ん
　
一
研

ほ
ど
の
降
雪
が
ぁ
り
、
雪

■

が
、
韓
国
育
ち
で
日
本
大
学
相

は
そ
ん
な
こ
診
し
く
ぁ
り
ま
せ

た

僕
部
の
先
輩
を
知

っ
て
い
た
こ

ん
。
ま
だ
多
く

の
人
と
接
し
て

は
社嚇紳ｒ吋楓敏酬＝れ〓瀞
卜織紐」螂〆あ二」わ嶽『悧

岬
純喘μ効綺俊
世に伍ｒ岬腱
鳳動
””いわ鳳「計帷腑一

藁榊「『硼崚↑艤糊『だ崚
υ
”は星狙礫戯豪ち践社
ン病

洪
城
病
院
の
産
婦
ノ、
科
長
、
大

Ｈ
に
つ
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
更

韓
石
炭
公
社
附
属
聖
住
病
院
外

年
期
障
害
か
ら
く
る
の
が
ら
い

科
長
を
う
生
め
、
卜
村

へ
く
る

で
す
。
雪
国
で
す
か
ら
も

っ
と

ま
で
ｌｉ
ソ
ウ
ル
市

（
京
域
）
で

体
を
ぬ
く
め
る
工
夫
を
し
て
ほ

で
開
業
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

し
い
。
わ
た
し
の
国
で
は
オ
ン

ぉ
医
者
さ
ん
が
い
な

い
て
困

っ
て
い
た
相
内
診
療
所

へ
、
は
る
は
る
韓
国
か
ら
南
基
欽
先
生

（
５６
）
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

「
余
生
を
市
浦

の
人

の
た
め
に
つ

く
し
た
い
」
と
い
う
南
先
生
は
、
旅
の
疲
れ
を

い
や

す
間
も
な
く
、
診
療
―■
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

“

・Ｌ

Ｆ

．ヽ
季

¨̈一̈̈一”̈」̈̈一一̈̈̈
¨̈̈一̈̈̈
一̈一一̈一̈̈一一̈̈一

行
し
ま
す
。
大
田
は
午
前
九
時

０
）戦
没
者
の
除
籍
時
の
本
語

　

　

昭
和
四
十
六
年
分
所
得
税
の

発
、
脇
元
は
午
前
十
時
発
で
す
　
　
。
所
属
部
隊
　
　
　
　
　
　
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
、
二

。
な
お
、
急
患
は
、

い
つ
で
も
　
　
・
身
分

（
階
級
）
　

　

　

　

月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

受
け

つ
け
ま
す
Э　
　
　
　
　
　
　
・
氏
名

・
生
年
月
日
　
　
　
昨
年
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

ま
で
の
経
歴
の
よ
う
に
内
科

の

ド
ル
を
つ
か

っ
て
い
る
の
で
大

　

終
戦
以
来

は
ゃ
く
も
二
十
六

滋
か
、
外
科
、
産
婦
ノ
、
科
も
ゃ

変
あ
た
た
か
い
で
す
。
い
ず
れ

年
を
経
過
し
ま
し
た
。
戦
没
者

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
も
、
地
域
住
民
の
健
康

一ヽ
．対
す
る
叙
位
、
叙
勲
ま
順
調

就
任
ｉ■

ち
た

っ
て

南
先
生

を
守
る
た
め
に
コ
ツ
コ
ツ
が
ん

一‐．進
ム
、
ご
遺
族
と
し
て
■
、

は
、
市
浦
の
ぁ
れ
こ
れ
を
次
の

ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う

ぁ
ら
た
め
て
戦
没
さ
れ
た
内
親

ｔ
う
ｉ■
語
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
ぞ
よ
ろ
し
く
。
」
　
　
　
　
　
キ
」し
の
ん
で
‐、
ろ
こ
と
と
思

」

ま
十
Э

八
カ
月
間

の
診
療
を
終

え
て

健
康
に
満
ち
た
明
る
い
村
に

Ｌ
師

樋

口

信

憲

新
し
‐、
た
■
か

●
‐、
■
　
・ｌ
　

い
ま
は
た
だ
市
浦
村
の
み
な

ｔ
↓

減
ｉ■
お
め
て

し
・う
存
じ

さ
ま
と
暮
し
た
八
カ
月
間
の
思

Ｉ
す
。
希
望
を

‐・、
う
だ

い
順
Щ

い
出
は
楽
し
か

つ
た
過
去
と
し

三

一́ら
点
、
南
基
飲
先
生
を
中

イＬ
永
ク
、
こヽ
忘
れ
な
い
一
しヽ
よ
う

心
Ｌ
し
て
健
康
こヽ
満
ち
た
―リー
る

′、「
径
た
も

一
嘱
ご
厚
情

三
二
指

市

――――
付
二
な
ら
れ
ま
す
よ
う

導
を
お
願
‐、
中
し
Ｌ
げ

三
十
、

恥
■

つ
ぉ

祈

り
中
し

ｌｌ
げ
ま

　

南

先

生

の

診

療

時

間

Ｌ
、
在
職
中
減
公
私
共
に
争

　

・́出
た
■

の
就
任

一́
．一
よ

っ
イ
ヽ

た
の
こ
肘
護
を
い
た
だ
き
厚
く

診
療
を
つ
ぎ
の
と
ぉ
，

‐１
な

つ

け
礼
中
し
Ｌ
げ
ま
す
。
開
ｔ
と

て
お
り
ま
す

勤
務
と
の
二
道
か
け
て
よ
、
思

　

一
相
内
診
療
晰
　
′．母
週
ｌｌ
曜

う
よ
う
・一
お
り
ぞ

え
も
出
来
ず

日
７
Ｌ
曜
日

（
午

‐―ｌｊ
九
イ
正
午

非
常

・」
心
苦
Ｌ
く
感
せ
ら
れ
ま

す
■

．、
た
，
」―
、
日
濯
――

・
〓
体

十
か
、
無
Ｉ
大
任
を
果
し
終
え

入
）

た
と

・、
う
感
て
仏
な
り
に
満
電

　

一ヽ
十
三
診
療
所

「
毎
週
月
曜

工
ｔ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
ロ
イ
金
濯
日

（
午
羹

．
‐ヽｒ
７
四

:1理駆鱒鷲1■
ォl長 三 V助 V子 相 和 ら  ま 米 保 を こ
ぞ と和 の さ

｀
さ 内 これ 米 し寿 険 迎 の 郵

れ 中・ 三 ん 石 ん
Vと
た 寿 た 杯 加 え 1■ 便

¬ 島 相 ノ、⌒ 沢 ⌒ 佐 さ の 杯  °を 入 た ど 局

お キ 自
■
主 Z覧 菅 女 竺 晶  T菫 算 套 r

米

千
とヽ
う
ご
ざ

い
ま
す
。
長
き
し

ま
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
控
除
と
し
て
、
基
礎
控
除
の
四

一」
「『」一』［】摯ｍ“
教螂］帥［い̈
¨̈
利叫̈
一「副牌彙̈
洋ｒ嬌鏑圧綺

ニヽ

ニ
‐■
二
し
な

か
ら
米
寿
杯

を

受
け
と
り
ま
し
た
。
　
　
　
所
得
税
の
確
定
申
告
始
ま
る

戦
没
者
の
死
亡
場
所
を

知
り
た
い
遺
族
の
か
た
ヘ

¨̈̈
一̈“帥麒寝動坂所、、い一中̈̈
一時̈一̈一一

。
戦
没
者
と
の
続
柄
　

　

　

の
間
に
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

・
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
り
ま
せ
ん

目
一』」い」　　　　ョ

国
民
年

金

の
保
険
＝

〓
、

二

う
け
ら
れ
な

い

二

‘

。こ
も

な

り

＋
以

―‐
前

の
分

二
時
効

・
こ
な

り

ま
十

の
で
、
せ

ひ

二
の
機
会

に

刊
め

ら
”
な

い

こ

こ

・
こ
な

う
″
ヽ
納

め

て
午

金
を

う
け

る
竹
利

を

‐、
ま
十
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
保

し

て
く
だ
さ

い
。

屋ちちち勇
= 
串 |:ウFili f■ き
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な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一二
月
二
十
八
日
―
二
十
九

――
　
大
田
地
区

（
生
活
改

一二
月

一
日
＝
十
三
地
区

（

十
三
出
張
所
）

、ゴ

月
一
Ｔ

ι
四
日
　
協
元

、
磯
性
地
区

（
脇
元
出
張

▲
三
月
六
日
―
八
日
＝
帽
内

ま
た
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

額
や
、
予
定
納
税
を
し
た
税
額

か
油
め
過
ぎ
二
な

っ
て
い
る
人

は
、
確
定
中
告
を
し
て
税
金
の

還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

申
告

は
、
二
月
十
五
日
以
前
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、

早
め

』́中
告
を
し
て
還
け
を
受

け
て
く
だ
さ
い
ぅ

村
県
民
　
　
　
桂
―――
地
区

（
役
場
会
議

税

の
所
得

　

　

」一し

中
告
を
次

　

右

い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら

の
日
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